
香美市議会だより第77号  6

決 議

市長に対する問責決議
　３月定例会議最終日に提出された問責決議案について、提出者に対する質疑と、反対・賛成それぞ
れの立場から討論が行われました。採決の結果、賛成９人、反対８人で可決されました。以下に決議
文と討論の要約を載せます。　

依光晃一郎市長に対する問責決議

　本市では、昨年の５月から教育長不在の状態が続いています。年度末を目前にしての教職員の人事
異動や朝ドラ「あんぱん」放送開始などを考えると速やかな教育長決定がなされるべきと考えます。
　この間も議会として、依光市長と教育委員による話し合いの頻度を増やし、早期の打開を求めてき
ました。
　しかし、この間の議長も参加しての市長と教育委員による話し合いの状況は、先の議会で「同意」
されなかった方に、市長が固執し、一歩も前に進んでいないことが明確となりました。
　しかも決定的な問題は、教育委員や議会、また市民に対して、先の議会で「同意」されなかった方
を、まだ「意欲はあると言っている」と述べてきたことです。
　昨年の12月定例会議において、保護者有志より「新しい教育長人事に集中し、前向きな話し合い
が円滑に進められることを強く求めます」との内容の陳情を全会一致で採択したことを受け、先の議
会で「同意」されなかった方に議長等が確認すると「教育長をやる意思はないので、新しい方を早く
決めてもらいたい。この意思は、以前に市長に伝えている」とのことでした。
　依光市長には、自らの言動が今日の事態を招いたことに対し反省を求めます。
　また、議会からの再三の申し入れにも関わらず、３月定例会議に人事案件を提出できていないこと
に対し、責任を求めるものであります。
以上、決議します。
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